
日本医史学雑誌第52巻第1号（2006） 記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
３

江
戸
後
期
の
長
崎
、
大
坂
、
江
戸
と
比
べ
、
中
津
の
人
口
、

経
済
的
基
盤
、
立
地
は
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
交
流
及
び
蘭
学
の
促

進
に
必
ず
し
も
有
利
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

一
八
世
紀
後
半
か
ら
芽
生
え
た
蘭
学
は
、
何
よ
り
も
藩
主
の
個

人
的
な
努
力
と
好
奇
心
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
前
野
良
沢
時
代

ま
さ
か

の
豊
前
中
津
奥
平
氏
の
三
代
目
正
鹿
に
続
き
、
五
代
目
昌
高

し
げ
ひ
で

二
七
八
一
～
一
八
五
五
）
は
実
父
島
津
重
豪
と
同
様
に
西
洋
文

明
に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
殿
様
の
嗜
好
は
側
近
に
も
影
響
を
与
え
た
。
特
に
村
上

玄
水
、
大
江
春
塘
、
神
谷
源
内
、
辛
島
正
庵
が
蘭
学
の
関
係
で

大
い
に
活
躍
し
た
よ
う
だ
。

中
津
藩
医
村
上
玄
水
と
大
江
春
塘

ｌ
地
方
蘭
学
者
の
条
件
と
可
能
性
に
つ
い
て

ミ
ヒ
ェ
ル
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院

村
上
医
家
史
料
館
に
は
村
上
氏
の
代
々
の
家
督
に
関
す
る
豊

富
な
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
春
塘
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
情
報
は
極
め
て
少
な
い
。
本
発
表
は
新
史
料
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、
侍
医
と
し
て
昌
高
に
仕
え
た
村
上
玄
水
及
び
大
江
春
塘
に

焦
点
を
絞
り
、
地
方
の
蘭
学
者
の
諸
条
件
及
び
そ
の
学
問
の
可

能
性
に
つ
い
て
追
究
す
る
こ
と
に
す
る
。

村
上
玄
水
（
一
七
八
一
～
一
八
四
三
）
は
、
久
留
米
藩
の
儒

官
梯
隆
恭
に
兵
学
と
軍
学
を
学
ん
だ
の
ち
医
学
を
志
す
。
医
師

と
し
て
の
出
足
は
遅
か
っ
た
が
、
せ
い
ぜ
い
一
、
二
回
に
過
ぎ

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
江
戸
参
府
を
除
け
ば
、
主
に
中
津
で
活

躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
大
江
春
塘
（
一
七
八
七

～
一
八
四
四
）
は
、
史
料
に
見
ら
れ
る
限
り
、
江
戸
及
び
長
崎

へ
の
出
向
が
多
く
、
最
新
情
報
、
資
料
の
入
手
な
ら
び
に
オ
ラ

ン
ダ
人
と
の
接
触
、
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
機
会
に
お
い
て
、
有

利
な
条
件
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
春
塘
は
文
化
一
二
年
近
習

医
者
に
召
し
出
さ
れ
、
文
政
五
年
剃
髪
し
て
改
名
し
、
家
業
に

励
ん
だ
こ
と
か
ら
文
政
六
、
九
、
一
○
年
に
薬
種
料
本
高
を
賜

っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
医
療
の
内
容
に
関
す
る
も
の
は

残
っ
て
い
な
い
。
彼
の
語
学
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
昌
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高
の
命
令
を
受
け
、
文
政
五
年
に
メ
ィ
エ
ル
の
「
語
彙
宝
函
」

（
毒
ｇ
ａ
ｇ
胃
冨
こ
の
外
来
語
部
（
外
来
語
）
を
和
訳
し
、
日

本
の
蘭
学
史
に
お
け
る
一
里
塚
と
な
っ
た
「
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
」

と
し
て
出
版
し
た
。

一
方
村
上
玄
水
は
、
そ
の
三
年
前
に
中
津
藩
刑
場
長
浜
で
画

期
的
な
人
体
解
剖
を
行
い
、
そ
の
後
長
年
に
わ
た
り
帆
足
万
里

の
助
言
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
「
解
剖
図
説
」
と
い
う
原
稿
を
ま
と

め
た
が
、
そ
の
業
績
を
刊
行
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
春
塘
ほ
ど
広
く
交
流
が
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

玄
水
は
地
方
の
狭
い
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
彼
の
原
稿
、
草
稿
、
覚
書
、
蔵
書
な
ど
に
見
ら
れ
る
分
野

は
、
医
学
、
天
文
学
、
本
草
学
、
地
理
学
、
富
国
論
、
兵
学
、

化
学
、
文
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
江
戸
、
京
都
の
出

版
界
か
ら
離
れ
過
ぎ
て
い
た
こ
と
や
、
地
元
の
書
林
梅
津
屋
も

刊
行
物
と
し
て
東
洋
医
学
、
易
学
、
漢
詩
文
に
の
み
力
を
注
い

だ
こ
と
で
、
玄
水
が
蓄
積
し
た
貴
重
な
原
稿
は
発
表
さ
れ
な
い

ま
ま
、
後
世
に
遺
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
一
口
に
中
津
の
蘭
学
と
い
っ
て
も
そ
れ
に
は

様
々
な
側
面
が
あ
る
。
中
津
辞
書
の
よ
う
な
も
の
は
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
江
戸
、
長
崎
の
蘭
学
者
及
び
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
交

流
の
下
で
生
ま
れ
た
偉
大
な
業
績
で
あ
る
。
玄
水
の
よ
う
な
中

津
地
方
を
中
心
に
し
た
蘭
学
者
は
活
躍
の
場
が
限
ら
れ
、
情
報

と
資
料
の
収
集
上
も
様
々
な
制
約
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
れ
ら
を
そ
の
知
的
好
奇
心
と
視
野
の
広
さ
で
克
服
し

よ
う
と
す
る
姿
は
実
に
立
派
に
思
わ
れ
る
。


